
4 2の5

目
疋
時
名
と
散
回
目

i
l
l
l
「
西
福
寺
文
書
」
年
末
詳
二
月
二
八
日
付

是
時
名
・
久
延
名
作
職
童
書
を
め
ぐ
っ
て
I
l
-
-

寺

下

義

67 

六
私
領
と
散
回

是
時
名
の
名
耕
地
の
性
質
を
追
究
す
る
上
で
重
要

な
の
は
、
「
一
ノ
門
前
」
・
「
二
ノ
門
前
」
内
の
団

地
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、

J

ノ
門
前
」

「
二
ノ
門
前
L

を
含
む
原
敷
地
が
応
安
二
年
二
三

六
九
)
一
一
月
一
五

ι山
台
応
永
二
年
(
一
三
九
五
)

二
月
三
門
町
介
一
一
度
に
わ
た
り
、
山
内
重
経
・
将
経
に

よ
っ
て
「
一
円
不
輸
」
に
寄
進
さ
れ
て
お
り
、
是
時

名
も
屡
述
し
て
い
る
よ
う
に
「
一
円
不
輸
L

に
西
福

寺
へ
寄
進
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
是
時

寺
下

是
時
名
と
散
回

名
が
寄
進
さ
れ
た
応
永
五
年
(
一
三
九
八
)
当
時
、

久
延
名
々
主
職
を
所
持
し
て
い
た
の
は
高
原
庵
で
あ

り
、
そ
の
名
田
に
は
「
御
年
貢
公
事
ち
の
本
役
が

賦
課
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
公
事
の
負
担
義

務
が
な
い
敷
地
内
耕
地
ザ
久
延
安
田
と
比
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
「
一
ノ
門
前
」
・
「
二
ノ
門
前
」

内
に
は
、
且
定
時
名
の
名
耕
地
が
存
在
し
て
い
た
と
認

め
ら
れ
る
。

次
に
、
敷
地
内
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
土
地

が
散
在
し
て
い
た
の
か
、
浄
鎮
一
族
の
施
入
地
を
取

り
上
げ
た
い
。
管
見
で
は
、
浄
鎮
一
族
は
三
町
一
回

と
一
所
の
土
地
、
お
よ
び
一
名
主
職
を
西
福
寺
に
施

入
し
て
い
る
(
表
W
)
。
こ
の
中
で
敷
地
内
に
存
在

し
た
の
は
、
門
前
四
反
田
を
始
め
と
す
る
九
反
で
あ

る
。
糾
か
ら
帥
ま
で
が
門
前
四
反
田
と
「
先
寄
進

国
」
三
反
、

M
W
は
そ
れ
以
外
の
敷
地
内
耕
地
二
反
に

関
す
る
史
料
で
あ
る
。
煩
雑
で
あ
る
が
、
門
前
四
反

田
に
つ
い
て
の
記
述
が
微
妙
に
異
な
る
の
で
抄
出
す

る。

(
端
裏
書
)

糾
「
円
l
l
u
四
反
田
」

(
静
心
寄
進
状
)

越
前
田
野
坂
庄
櫛
河
郷
内
原
団
地
事

宗
三
郎
作
也
、
東
を
か
き
り
同
作
田
井
道
、

合
緯
段
者
南
を
か
き
り
事
、
西
を
か
き
り
舟
主
岳
、

北
か
き
る
道
、

右
団
地
者
、
幅
削
将
一
四
一
%
、
ァ
た
吋
か
骨
骨
に
て

(

隙

々

)

・

(

腿

計

)

候
を
、
阿
こ
女
や
一
、
中
ノ
ρ
L
Y
の
ひ
ゆ
い
を
い
た
し
、

(

酒

肴

料

且

)

ぉ
、
く
の
レ
ゆ
か
、
ァ
れ
i
i

ア
そ
し
を
入
、
ち
か
ら

を
つ
く
し
候
て
、
将
恒
の
御
寄
進
状
を
と
り
候

て
、
後
生
菩
提
の
た
め
に
西
福
寺
に
な
か
く
施

入
申
候
、
し
か
れ
ハ
阿
こ
女
逝
去
の
後
ハ
、
忌

日
を
ね
ん
こ
ろ
に
御
と
ふ
ら
い
候
て
給
候
へ
く

候
、
又
此
内
壱
段
を
ハ
院
二
一
隅
死
去
の
後
の
霊
(

預

)

供
回
一
一
思
む
け
候
、
同
く
御
と
ふ
ら
い
に
あ
っ

か
り
候
へ
く
候
、
た
、
し
阿
こ
女
(
凶
)
き
て
候
ハ

(

責

措

)

(

知

ん
程
ハ
、
し
ゑ
ん
の
た
め
に
こ
の
団
地
ち
き
ゃ

ん
礼
し
候
へ
く
候
、
一
期
の
後
ハ
、
一
円
に
御
寺

の
御
知
行
に
て
候
へ
く
候
、
又
阿
こ
女
一
期
の

(

甥

)

後
も
、
此
閏
の
内
壱
段
を
ハ
お
い
に
て
候
浄
鎮

僧
知
行
候
へ
く
候
、
そ
れ
も
浄
鎮
僧
円
寂
の
後

ハ
、
い
そ
き
御
寺
へ
か
へ
し
申
候
へ
く
候
、
の

開
山
の
御
状
を
給
お
き
候
、
更
他
妨
あ
る
ま
し

く
候
な
り
、
狭
山
ハ
寄
進
之
状
如
件
、

応
永
六
年
四
月
八
日
阿
古
女
(
略
押
)

僧
浄
鎮
(
花
押
)

(

端

裏

書

}

(

案

)

的
「
門
前
四
反
田
開
山
御
文
書
安
文
」

越
前
国
野
坂
庄
櫛
河
郷
内
原
田
地
事

合

蜂

段

者

町

医

m
M
r当
時
日
品
川
日
一
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表
IV
浄
鎮
一
族
の
施
入

年
月
日

①
 
明
徳
2
年
(1391)

②
 
明
徳
5
年
(1394)
2
月
3
日

③
 
応
、
永
3
年
(1396)
2
月
3
日

④
 
応
永
6
年
(1399)
4
月
8
日

⑤
 

事
項

典
拠

浄
善
、
木
崎
郷
重
国
名
八
反
田
免
田
を
質
流
れ
に
取
得
し
、
の
ち
西
福
寺
仏
殿
不
断
経
料
所
と
し
I
'
西
福
寺
文
書
j114
・121

て
寄
進
す
る
。

I
顕
性
、
西
福
寺
門
前
鐘
楼
南
、
横
時
東
浄
円
作
田
2
反
の
内
1
反
の
安
堵
料
足
5
貫
文
を
地
頭
に
I
'
西
福
寺
文
書
j16

沙
汰
す
る
。
浄
鎮
と
と
も
に
一
期
の
聞
の
知
行
が
良
如
か
ら
認
め
ら
れ
る
。

I
浄
善
、
本
御
所
田
1
所
を
西
福
寺
に
寄
進
す
る
。
作
職
は
、
浄
善
の
遺
命
に
よ
り
、
良
如
か
ら
阿
古
I
'
西
福
寺
文
書
j22

女
・
道
通
に
宛
行
わ
れ
る
。

I
こ
れ
以
前
、
某
(
阿
古
女
か
)
、
西
福
寺
敷
地
内
3
反
を
同
寺
に
寄
進
す
る
。

I
'
西
福
寺
文
書
j26.27

阿
古
女
、
地
頭
山
内
氏
へ
20
貫
文
を
沙
汰
し
、
門
前
四
反
田
の
寄
進
状
を
得
て
、
西
福
寺
へ
施
入
I
'
西
福
寺
文
書
j26
・27
・

す
る
。
た
だ
し
資
縁
の
た
め
一
期
の
聞
の
知
行
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
阿
古
女
逝
去
後
も
浄
鎮
に
1
2
8
・30

1
反
の
知
行
が
良
如
か
ら
許
さ
れ
る
。

⑥
|
応
永
12
年
(1405)
6
月
5
日
|
浄
鎮
、
忠
節
の
功
に
よ
り
、
西
福
寺
敷
地
内
樵
大
道
の
沿
い
1
反
・
同
敷
地
内
横
時
の
沿
い
1
反・
l'
商
福
寺
文
書
j36

馬
見
鼻
大
日
堂
の
下
地
2
反
・
江
守
保
助
方
名
の
庶
氏
分
8
反
の
知
行
が
一
期
の
問
、
良
知
か
ら

⑦
 

認
め
ら
れ
る
。

8
月
5
日
|
顕
性
、
別
当
斑
鏡
よ
り
、
馬
見
岡
東
鼻
の
大
日
堂
田
2
反
を
買
得
し
、
西
福
寺
に
寄
進
す
る
。
浄
鎮
I
'
西
福
寺
文
書
j37

と
と
も
に
一
期
の
問
、
知
行
す
る
こ
と
が
良
如
か
ら
許
容
さ
れ
る
。

浄
鎮
、
本
御
所
田
内
に
極
楽
院
を
奥
行
す
る
。
浄
心
(
阿
古
女
)
・
道
通
の
庵
室
お
よ
び
門
前
四
反

田
・
鐘
楼
下
1
反
の
(
下
)
作
得
分
3
石
1
斗
5
升
を
寄
進
す
る
。

浄
鎮
、
高
野
大
日
堂
田
3
反
を
西
福
寺
常
住
に
、
同
2
反
を
上
塔
院
に
寄
進
す
る
。

浄
鎮
、
西
福
寺
仏
殿
不
断
経
料
所
と
し
て
蔚
野
保
守
弘
名
を
寄
進
す
る
。

こ
の
頃
、
浄
鎮
、
木
崎
郷
重
国
名
八
反
田
免
田
の
内
4
反
を
同
郷
道
善
平
に
わ
た
し
、
残
り
4
反

を
荷
福
寺
仏
殿
夏
中
仏
供
料
所
と
し
て
寄
進
す
る
。

典
拠
は
、
す
べ
て
「
福
井
県
史
』
資
料
編
8
中
・
近
世
六
所
収
「
西
福
寺
文
書
」
。

⑧
|
応
永
32
年
(1425)12
月
15
日口uロu

唱目よF円

υ

司E412A

月月'i 

司自ム

1Eム

POAり

つ れMqU

44dn宮

司Eム句Eム

年年
お2

永享

応、氷

⑨⑮⑪ 

「
西
福
寺
文
書
j22
・77

「
西
福
寺
文
書
J
78

「
西
福
寺
文
書
j92
・130

「
西
福
寺
文
書
j114
・121
・

130 
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右
田
者
、
藤
原
重
経
重
代
相
伝
之
私
領
也
、
而

阿
古
女
依
有
懇
志
、
砂
骨
ん
ヤ
ト
骨
、
か
司
令
位
T

A
T
か
恥
、
尽
莫
大
之
財
力
、
恥
酔
骨
骨
骨
骨
、

被
施
入
子
西
福
寺
畢
、
然
者
捨
寂
之
後
、
丁
寧

(

古

)

(

道

通

)

{

之

カ

)

可
訪
施
主
阿
等
女
・
彦
三
郎
両
人
令
菩
提
之
由

所
申
置
也
、
但
彼
回
地
、
阿
等
女
存
生
之
問
者
、

為
資
縁
年
貢
作
職
等
、
一
円
可
有
知
行
之
旨
堅

令
約
諾
者
也
、
曽
以
不
可
有
異
変
也
、
又
阿
こ

女
一
期
之
後
者
、
此
団
地
之
内
一
段
、
僧
浄
鎮

存
命
之
問
、
荷
領
知
之
由
令
契
約
畢
、
-

応

永

六

年

四

月

八

日

良

川

)

又
此
四
段
之
田
地
秘
計
之
時
、
阿
こ
め
の
方
よ
り

定
の
料
足
弐
拾
貫
文
い
た
し
候
き
、
若
寺
家
よ
り

違
乱
之
義
あ
ら
ハ
、
此
由
を
委
細
浄
花
院
へ
申
入
、

可
蒙
御
下
知
候
、
後
証
の
た
め
に
是
ま
て
く
ハ
し

く
申
置
候
也
、

門
前
宗
三
郎
作
之
田
内
四
段
の
事
、
重
経
寄
進

・(王ヵ)・

弁
ニ
将
恒
判
形
を
い
た
さ
れ
候
し
と
き
、
阿
こ

(若

11)

め
そ
こ
は
く
の
助
成
一
一
お
よ
ひ
候
し
、
あ
り
か

た
く
候
、
永
代
当
寺
領
一
一
候
へ
と
も
、
阿
こ
め

所
望
に
よ
て
、
一
期
の
ほ
と
知
行
あ
る
あ
る
へ

き
よ
し
、
状
を
い
た
し
候
ぬ
、
:
:
:

(
応
永
六
年
)

四
月
十
日

('7) 

寺
下

是
時
名
と
散
問

良
如
(
花
押
)

浄

鎮

御

一

町

)

後

証

之

状

如

件

、

仙

w
櫛

河

郷

西

福

寺

門

前

団

地

事

応

永

十

二

年

六

月

五

日

良

如

(

花

翫

)

合
臨
時
段
者
四
至
有
先
年
之
状
門
前
四
反
田
と
西
で
接
す
る
「
先
寄
進
国
」
一
二
反

右
団
地
者
、
阿
こ
め
致
種
々
計
略
、
所
令
施
入
は
不
詳
で
あ
る
が
、
残
り
六
反
は
か
つ
て
山
内
氏
の

当
寺
也
、
難
然
為
資
縁
、
一
期
之
関
可
知
行
之
「
重
代
相
伝
之
私
領
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

旨
所
望
、
依
之
不
可
有
子
細
之
由
、
堅
約
諾
畢
、
阿
古
女
・
浄
鎮
ら
は
、
山
内
氏
に
「
定
の
料
足
」
を

将
又
就
有
先
忠
節
、
領
家
方
異
儀
之
時
、
雄
有
沙
汰
し
て
寄
進
状
や
安
堵
状
を
得
、
西
福
寺
へ
施
入

酒
肴
等
之
沙
汰
万
事
閣
之
畢
、
於
向
後
可
為
同
し
た
の
で
あ
る
。
良
如
は
彼
ら
の
行
為
を
「
忠
節

前
者
也
、
仰
為
後
証
之
状
如
件
、
(
之
功
)
」
と
称
え
、
一
期
の
聞
の
知
行
を
約
諾
し

応
永
九
年
八
月
十
三
日
当
寺
関
山
良
如
て
い
る
。
良
如
は
門
前
四
反
田
に
つ
い
て
肋
で
「
重

(
花
押
)
経
寄
進
井
戸
一
将
恒
判
形
を
い
た
さ
れ
候
し
と
き
」
と

言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
度
に
わ
た
る
山
内
氏
の

原
敷
地
寄
進
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
重
経
の
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
将
経
は
応
永

二
年
(
一
三
九
五
)
の
寄
進
に
際
し
、
「
未
来
堅
固

『
明

μ
d

料
足
百
貫
文
」
を
受
け
取
っ
て
お
札
u
、
浄
鎮
一
族
が

そ
の
一
部
を
負
担
し
た
可
能
性
が
高
い
。
た
と
え
ば
、

「
判

ωJ

浄
鎮
お
よ
び
そ
の
祖
母
顕
民
は
、
将
経
に
よ
る
寄
進

の
前
年
、
「
当
寺
之
門
前
鐘
楼
之
南
、
横
隔
之
束
、

浄
円
作
田
二
段
之
内
南
壱
段
」
の
知
行
を
良
如
よ
り

許
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
も
「
此
地
類
安
堵
之
時
料

足
伍
貫
文
沙
汰
」
し
て
い
た
の
で
あ
匂
こ
れ
か
ら
、

肋
の
「
定
の
料
足
弐
拾
貫
文
」
と
は
反
別
五
貫
文
の

助

団

地

之

注

文

一
所
壱
段
現
段
制
作
間
也

一
所
壱
段
比
一
一
ロ
一
札
口
付
な
り
、

一
所
弐
段
馬
見
鼻
大
目
堂
之
下
地
也
、

一
所
八
段
江
守
保
助
方
名
之
庶
子
骨
也
、

右
団
地
者
、
西
福
寺
永
代
之
寺
領
也
、
市
依

有
忠
節
之
功
、
浄
鎮
僧
一
期
之
問
可
知
行
之

由
、
堅
所
申
置
也
、
縦
此
僧
難
有
当
寺
義
絶

之
子
細
、
曽
以
不
可
有
異
変
者
也
、
然
者
後

代
之
住
持
可
令
存
知
此
旨
給
也
、
将
又
浄
鎮

円
寂
之
後
者
、
此
状
即
時
可
返
進
当
寺
也
、

然
猶
以
有
抑
留
之
輩
者
可
為
盗
人
也
、
仰
為
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定
表
V
地
頭
山
内
氏
の
寄
進
・
売
却
・
安
堵

年
月
日

事
項

区
分

典
拠

①
 
観
応
、
元
年
(1350)
8
月
19
日
重
経
、
地
頭
給
窪
田
3
反
の
内
2
反
を
、
12
貫
文
で
高
原
庵
に
売
却
す
る
。

売
却
「
西
福
寺
文
書
j
2
 

②
 
応
安
2年
(1369)
11
月
15
日
重
経
、
西
福
寺
に
原
敷
地
を
一
円
不
輸
に
寄
進
す
る
。

寄
進
「
西
福
寺
文
書
j
4
 

③
 
明
徳
3年
(1392)
2
月
3
日
将
経
、
地
頭
職
内
団
地
五
反
田
の
内
1
反
を
西
福
寺
に
売
却
す
る
。

売
却
「
西
福
寺
文
書
j13

④
 

将
経
、
西
福
寺
に
南
山
本
(
下
)
の
2
反
を
一
円
不
輸
に
寄
進
す
る
。

寄
進
「
西
福
寺
文
書
j14

⑤
 
明
徳
5
年
(1394)
2
月
3
日
こ
れ
以
前
、
西
福
寺
門
前
鐘
楼
南
、
横
時
事
東
浄
円
作
田
を
含
む
地
類
に
つ
い
て
、
地
頭
安
堵
「
西
福
寺
文
書
j16

(
将
経
か
)
、
安
堵
す
る
。

⑥
 

2
月
21
日
将
経
、
西
福
寺
に
原
山
野
を
一
円
不
輸
に
寄
進
す
る
。

寄
進
「
西
福
寺
文
書
j17

⑦
 

3
月
18
日
将
経
、
松
木
本
(
下
)
1
反
半
を
7
貫
500
文
で
売
却
す
る
。

売
却
「
西
福
寺
文
書
j18

⑧
 
応
永
2年
(1395)
2
月
3
日
将
経
、
西
福
寺
に
原
敷
地
・
山
林
田
畠
な
ど
を
一
円
不
輸
に
寄
進
す
る
。

寄
進
「
西
福
寺
文
書
j19

⑨
 

将
経
、
原
敷
地
・
山
林
田
畠
な
ど
を
寄
進
す
る
も
、
西
福
寺
よ
り
未
来
堅
固
料
足
100
貫
売
却
「
西
福
寺
文
書
j21

文
を
わ
た
さ
れ
、
売
券
を
出
す
。

⑮
 
応
永
5
年
(1398)
4
月
28
日
将
経
、
西
福
寺
に
南
山
妙
華
院
を
一
円
不
輸
に
寄
進
す
る
。

寄
進
「
西
福
寺
文
書
j23

⑪
 
応
永
6
年
(1399)
4
月
8
日
こ
れ
以
前
、
門
前
四
反
田
に
つ
い
て
、
重
経
・
将
経
、
寄
進
状
・
安
堵
状
を
出
す
。
(婁重)
「
西
福
寺
文
書
j26
・27
・28
・30

⑫
 
応
永
7年
(1400)
2
月

将
経
、
高
原
庵
性
知
に
同
庵
敷
地
山
田
畠
・
門
前
了
円
屋
敷
堀
田
な
ど
の
知
行
を
安
堵
安
堵
「
西
福
寺
文
書
j29

し
、
大
日
堂
領
高
野
山
馬
上
免
田
の
一
部
を
大
日
堂
修
理
料
足
と
し
て
領
掌
す
べ
き

を
命
ず
る
。

⑬
 
応
永
11
年
(1404)
5
月
12
日
将
経
、
西
福
寺
に
田
地
1
反
(
了
円
作
)
を
一
円
不
輸
に
寄
進
す
る
。

寄
進
「
西
福
寺
文
書
j32

⑭
 

12
月
3
日
将
経
、
久
延
名
々
主
職
を
西
福
寺
に
寄
進
す
る
。

寄
進
「
西
福
寺
文
書
j35

⑮
 
応
永
12
年
(1405)
6
月
5
日
こ
れ
以
前
、
地
頭
、
西
福
寺
敷
地
内
樵
大
道
の
沿
い
1
反
・
同
敷
地
内
横
曙
の
沿
い
1
安
堵
「
西
福
寺
文
書
j36

反
・
馬
見
鼻
大
日
堂
の
下
地
2
反
な
ど
を
安
堵
か
。

⑬
 

8
月
5
日
こ
れ
以
前
、
地
頭
、
別
当
趨
鏡
売
却
の
大
日
堂
田
2
反
の
知
行
を
(
顕
性
に
か
)
安
堵
す
安
堵
「
西
福
寺
文
書
j37

る。
⑪
 
応
永
16
年
(1409)
2
月
22
日
将
経
、
西
福
寺
に
松
木
下
(
八
木
孫
六
給
分
)
1
反
半
を
寄
進
す
る
。

寄
進
「
西
福
寺
文
書
J
43
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時
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時
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時
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桝
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治
部
M
U
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)
d

劃
場
回
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河
了
前
回
日
河
・
ゆ
岡
H

h

円
・
詩
湘
H

河
州
国
前
中
田
佳
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「

ペ
羽
河
恥
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(
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崎
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F
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件
州
議
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(
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H
)
ω
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申

E

E
M
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六
N
O
令

(
E
E
)
H
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呂

田

⑬⑬⑧  

]FN
泊
N
吋
回

司4
比ハ
N
H
h
明
(
足
早
)

N

泊
N
N
E

⑬ 

町
吠
比
ハ
M
E
H明

(
E
H
U
)
ω
泊

ω
回

※ 

h
H

斗「
S
L
T

『
簿
湖
卦
淘
』
開
問
掌
翻
獄

ω
品
師
団
司
』
河
「
閣
議

4
u円酬明」。
4

賢
一
件
『
前
ヰ
猫
滞
』
城
撃
銃
∞
号
・
出
時
計
四
司
克
「
国
蹴
掛
川
鵬
」
。

71 

安
堵
料
に
他
な
ら
ず
、
未
来
堅
固
料
足
に
相
通
ず
る

も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
「
地
類
L

と
は
門
前
四
反

田
を
含
め
た
敷
地
内
耕
地
や
周
辺
団
地
の
こ
と
で
あ

り
、
浄
鎮
一
族
が
酒
肴
沙
汰
と
い
う
名
目
で
山
内
氏

に
安
堵
料
を
納
め
、
寺
領
と
し
て
の
知
行
を
承
諾
さ

せ
た
と
い
う
の
が
実
状
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

(
凶
)

こ
れ
が
様
々
の
秘
計
を
致
す
、
種
々
の
計
略
を
廻
ら

す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
先
の
肋
の
文
言
は
、
重
経

の
寄
進
に
際
し
て
も
阿
古
女
ら
の
強
力
な
働
き
掛
け

が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
匂
管

見
で
は
、
重
経
・
将
経
に
よ
る
一
二
件
の
寄
進
を
確

認
で
き
る
(
表

V
)
。
こ
れ
ら
寄
進
行
為
の
裏
に
す

寺
下

是
時
名
と
世
田

ZトPtij
H詰l高

州自作 E崎
直高話 l議

対?
線

「
国
讃
山
叩
U
N
嚇
」
怠

「
園
前
哨
u
H
嚇」品∞

「
国
嵐
山
叩
u
N
嚇」印
N

「
図
説
相
対
嚇
」
日
ω

「
園
前
哨
対
嚇
」

E

『
縛
滅
醐
司
叶
u
N
嚇』
H
H
C
(

「園

前
哨
u
N
嚇
」
叶
∞
※
)

べ
て
浄
鎮
一
族
の
働
き
掛
け
が
あ
っ
た
と
は
速
断
で
の
名
耕
地
と
推
定
す
る
。
当
時
の
九
反
は
、
一
反
H

き
な
い
に
し
て
も
、
彼
ら
一
族
が
西
福
寺
の
開
創
期
三

O
O歩
で
換
算
す
る
と
一
町
八
畝
と
な
る
。
こ
れ

の
寺
領
形
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
に
表
高
・
内
高
に
お
け
る
「
一
ノ
門
前
」
・
「
二
ノ

の
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
浄
鎮
一
族
こ
そ
門
前
」
内
の
下
作
地
面
積
を
加
算
す
る
と
、
い
ず
れ

が
西
福
寺
の
最
も
有
力
な
る
檀
越
で
あ
っ
た
と
評
価
も
両
地
籍
の
合
計
面
積
一
町
九
反
五
畝
二
一
争
上

(
瑚
)

し
た
い
。
良
如
が
是
時
名
々
、
王
職
を
寄
進
し
た
の
は
、
回
る
の
で
あ
る
(
次
頁
参
照
)
。
こ
れ
は
た
ま
/
{
¥
施

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
将
経
に
よ
る
寄
進
か
ら
三
年
入
地
の
一
部
と
除
地
分
耕
地
と
が
重
な
り
合
っ
て
い

後

の

こ

と

で

あ

っ

た

。

た

と

見

る

よ

り

も

、

敷

地

内

の

施

入

地

は

除

地

分

耕

で
は
、
施
入
地
九
反
を
是
時
名
々
固
と
断
定
で
き
地
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
方
が
蓋
然
性
が
高
い
と
考

る
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
を
明
確
に
裏
、
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
肋
で
「
永
代
当
寺
領
」
、
あ
る

、m
u
J

付
け
る
徴
証
は
見
出
せ
な
い
1

刷
、
し
か
し
、
施
入
地
と
い
は
伺
で
「
西
福
寺
永
代
之
寺
領
」
と
言
わ
れ
た
施

除
地
分
耕
地
と
の
比
較
か
ら
、
私
は
九
反
を
是
時
名
入
地
が
除
地
分
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
以
外
の
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敷
地
内
耕
地
の
み
が
、
後
世
、
西
福
寺
々
領
と
し
て

安
堵
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
施
入

地
の
一
部
が
一
時
的
に
浄
鎮
一
族
に
知
行
さ
れ
た
と

は
い
、
匂
西
福
寺
の
膝
下
所
領
た
る
施
入
池
こ
そ
是

時
名
を
形
成
し
て
い
た
名
耕
地
で
あ
り
、
近
世
以
降
、

除
地
分
と
し
て
安
堵
さ
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
と
推
察

さ
れ
る
。

以
上
の
仮
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
門
前
四

反
田
の
性
質
に
注
目
し
よ
う
。
こ
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
指
摘
で
き
る
。

一
、
山
内
氏
の
「
重
代
相
伝
之
私
領
」
で
あ
り
、

(A)表高

①~⑥......1町1反9畝22歩

(表 II) 1町 8畝

2町2反7畝22歩

( 3反2畝1歩超過)

(8)内高

①~⑤…・・・ 1 町5反9畝19歩

(表 II) 1町 8畝

2町6反7畝19歩

( 7反1畝28歩超過)

浄

鎮

一

族

が

一

時

的

に

知

行

し

た

。

た

と

推

定

さ

れ

る

。

二
、
「
一
円
不
輸
」
に
寄
進
さ
れ
た
敷
地
内
に
あ
三
、
散
田
が
知
行
の
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
「
公

っ
て
、
公
事
の
負
担
義
務
は
な
く
、
「
領
家
事
の
た
よ
り
」
の
た
め
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
以

『

m
u
J

方
」
の
介
入
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
上
、
二
疋
の
得
分
収
取
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
明

三
、
併
の
「
為
資
縁
年
貢
作
職
等
、
一
円
可
有
知
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
道
円
が
自
作
し
て
い
た

(
瑚
)

行
」
で
あ
る
が
、
「
年
貢
」
と
は
庄
園
領
主
や
か
請
作
さ
せ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
知

守
護
に
納
め
た
、
い
わ
ゆ
る
公
方
年
貢
で
は
な
行
し
て
い
る
以
上
、
作
職
進
退
権
を
持
っ
て
い

え
そ
れ
ま
で
地
頭
が
収
取
し
て
い
た
貢
叫
と
た
こ
と
も
疑
い
な
い
。

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
作
職
を
知
行
す
る
と
は
、
両
者
に
共
通
す
る
特
質
を
要
約
す
れ
ば
、

本
御
所
田
に
お
け
る
浄
善
の
事
例
な
ど
か
ら
、
①
相
伝
知
行
の
対
象
地
で
あ
り
、
当
該
地
の
知

作
職
を
進
退
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
品
)
し
た
行
者
は
作
戦
進
退
権
お
よ
び
得
分
収
取
権
を
持

が
っ
て
、
知
行
を
認
め
ら
れ
た
阿
古
女
ら
は
作
っ
て
い
た
。

職
進
退
権
を
有
し
、
作
職
を
預
か
っ
て
い
る
直
②
「
一
円
不
輸
」
地
で
あ
り
、
公
事
の
負
担
義

「
恒

n
w
J

接
耕
作
者
の
宗
三
郎
よ
り
一
定
の
得
分
を
収
取
務
が
な
か
っ
た
。

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
の
二
点
と
な
る
。
こ
れ
は
、
当
時
、
公
事
の
負
担
義

と
こ
ろ
が
、
こ
の
特
徴
は
先
に
取
り
上
げ
た
道
円
務
の
な
い
寸
私
領
」
が
「
散
回
」
と
も
呼
ば
れ
る
べ

持
分
の
散
回
の
特
徴
と
一
致
す
る
。
き
性
格
の
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

て
「
道
円
入
道
さ
う
そ
く
知
行
の
地
」
と
あ
る
そ
の
意
味
で
、
重
書
の
「
上
古
よ
り
散
固
と
見
へ

よ
う
に
、
相
続
知
行
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
候
」
と
い
う
文
言
は
、
是
時
名
の
名
と
し
て
の
特
性

二
、
「
公
事
の
た
よ
り
」
の
た
め
に
寄
進
し
た
散
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
頭
さ
ら
に
は

(
即
)

田
に
、
助
近
名
と
同
様
、
公
事
が
賦
課
さ
れ
て
寺
家
か
公
事
の
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
「
私
領
」
を

い
た
と
は
到
底
考
え
が
た
い
。
当
該
地
は
木
崎
「
散
田
L

と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の

郷
に
散
在
し
て
い
た
「
一
円
不
輸
」
地
で
あ
っ
と
言
え
る
。
私
領
で
あ
る
が
故
に
、
土
地
所
有
者
と

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



し
て
の
山
内
氏
や
そ
の
後
の
西
福
寺
が
複
数
の
百
姓

に
土
地
を
割
り
付
け
て
保
有
さ
せ
、
作
職
を
預
け
て

耕
作
さ
せ
る
、
つ
ま
り
散
回
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
是
時
名
が
公
事
の
徴
収
さ
れ
な

い
私
領
、
す
な
わ
ち
散
田
を
結
い
合
わ
せ
て
つ
く
ら

れ
た
収
取
単
位
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
良
如
は
是
時

名
を
「
一
円
不
輸
」
に
寄
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
名
編
成
上
で
中
核
と
な
っ

た
散
田
を
破
片
的
・
副
次
的
団
地
と
捉
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
か
か
る
散
田
の
存
在
を
も
っ
て
、

名
の
解
体
と
見
倣
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
是
時
名
内

の
散
田
は
、
収
取
単
位
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、

名
編
成
後
も
そ
の
特
性
を
失
う
こ
と
な
く
、
機
能
し

続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

敦
賀
郡
で
も
、
散
田
が
名
田
と
区
別
さ
れ
る
課
税

(
問
)

対
象
地
で
あ
っ
た
り
、
「
万
祢
御
百
姓
」
以
外
の
村

『
明
却
d

落
構
成
員
が
保
有
す
る
土
地
で
あ
っ
た
仏
u
、
さ
ら
に

気
比
社
家
の
「
家
領
」
と
し
て
存
在
す
る
土
地
で
あ

っ
た
り
、
そ
の
特
性
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
と
も
に
認
識
す
べ
き

は
、
室
町
時
代
の
敦
賀
郡
に
お
け
る
散
固
と
は
、
公

寺
下

是
時
名
と
散
回

事
の
負
担
義
務
が
な
い
、
地
頭
や
有
力
畠
庶
民
の
「
私

領
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
散
回

は
名
に
編
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、
時
と
し
て
名
を
構

成
す
る
要
素
に
な
り
得
た
。
し
か
し
、
散
回
が
名
固

化
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
公
事
が
賦
課
さ

れ
た
訳
で
は
な
い
。
名
編
成
後
も
、
散
固
と
し
て
の

特
性
を
そ
の
ま
ま
持
続
さ
せ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
名
を
構
成
す
る
土
地
を
広
義
の
名
田
と
規

定
す
れ
ば
、
散
回
も
そ
の
範
時
に
属
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
従
来
、
散
田
の
存
在
を
も
っ
て
名
体
制

の
崩
壊
を
示
す
も
の
と
の
見
解
が
主
流
を
占
め
て
い

た
。
し
か
し
、
神
田
千
里
氏
は
、
真
っ
向
か
ら
こ
れ

を
否
定
し
匂
私
も
是
時
名
の
考
察
か
ら
基
本
的
に

神
田
説
を
支
持
す
勺
)
名
は
多
様
な
性
格
の
土
地
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
収
取
単
位
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
た
と
え

「名
L

呼
ば
わ
り
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
名
耕
地
す

べ
て
に
本
年
貢
と
と
も
に
公
事
が
賦
課
さ
れ
て
い
た

と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
匂
た
と
え
ば
敦
賀
郡
五

幡
浦
の
住
人
た
ち
は
「
先
祖
相
伝
之
後
名
之
内
徳
之

比
を
売
寄
進
し
て
い
る
が
、
寄
進
状
の
中
で
「
是

(
雑
)

者
内
徳
之
山
に
て
候
へ
は
、
万
蔵
公
事
無
更
候
、
殊

後
名
と
申
候
名
は
、
地
子
之
下
地
に
て
候
へ
は
、
其

内
之
地
子
に
外
之
内
徳
を
申
合
子
細
候
て
寄
進
申

伴
内
と
述
べ
て
い
る
。
寸
後
名
」
は
、
明
ら
か
に
地

子
一
色
の
公
事
免
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
次
の
史
料

は
敦
賀
郡
の
も
の
で
は
な
い
が
、
一
色
田
と
し
て
の

散
回
が
名
に
編
成
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
一
色
固

と
し
て
の
特
性
を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。

(
吉
田
郡
)

永
代
寄
進
申
藤
嶋
高
木
郷
拙
者
知
行
分
之
内
、

重
久
名
散
回
大
ま
か
り
団
地
二
段
、
あ
り
つ
は
、

東
ハ
久
津
見
方
之
分
境
、
南
ハ
乙
辺
殿
分
を
さ
(
朝
倉
景

か
い
、
西
も
乙
辺
殿
分
を
さ
か
い
、
北
ハ
玄
蕃

伝
カ
)

助
殿
御
分
を
き
か
い
也
、
但
弐
段
之
内
ミ
な
く

ち
壱
段
、
せ
ま
ち
之
数
四
ま
い
、
分
米
壱
石
参

斗
井
請
料
百
文
、
永
代
寄
進
申
処
実
正
明
白
也
、

意
趣
者
越
知
山
中
之
路
次
井
東
司
掃
地
料
と
し

て
寄
進
申
候
、
殊
ハ
為
武
運
長
久
・
子
孫
繁

昌
・
現
世
安
鴎
・
後
生
善
処
也
、
の
永
代
寄
進

状
如
件
、

小
泉
四
郎
右
衛
門
尉

天
文
弐
年
三
月
廿
三
日
吉
宗
(
花
押
)

越
知
山
大
谷
寺
市
)

専惜
F

小
泉
吉
宗
は
朝
倉
氏
家
臣
団
の
ひ
と
り
と
見
ら
れ

る
均
)
か
か
る
給
人
の
知
行
対
象
と
な
っ
て
い
る
名
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内
の
散
田
を
庄
園
領
主
直
属
地
と
し
た
り
、
名
の
解

体
を
示
す
徴
証
と
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

当
該
地
か
ら
は
「
分
米
」
と
「
請
料
」
の
み
が
徴
収

さ
れ
て
お
り
、
公
事
は
賦
課
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

場
合
の
散
田
は
、
負
担
の
種
類
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ

た
土
地
の
名
称
に
転
化
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

想
像
さ
れ
知
)
い
ず
れ
に
し
て
も
、
重
久
名
内
の
散

田
が
名
の
構
成
要
素
と
し
て
存
在
し
、
二
疋
の
得
分

収
取
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
旦
定
時
名
の
場

合
と
本
質
的
に
変
わ
り
は
な
い
。

以
上
の
考
察
に
た
っ
て
、
私
は
次
の
よ
う
な
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。
散
回
も
名
を
構
成
す
る
要
素
で

あ
り
、
名
回
の
一
形
態
に
な
り
得
る
も
の
な
ら
ば
、

本
年
貢
・
公
事
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
狭
義
の
名
田
が

散
固
化
し
た
と
し
て
も
、
逆
に
散
田
が
狭
義
の
名
田

に
転
化
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
名
と
い
う
収
取
単

位
の
枠
内
で
の
貢
租
内
容
の
変
化
に
過
ぎ
な
い
と
言

う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
た
と
え
名
、
王
の
没

落
な
ど
を
契
機
と
し
て
貢
租
内
容
に
変
化
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
依
然
、
作
人
な
ど
の
直
接
負
担
者
が
名

を
媒
介
と
し
て
貢
租
を
納
入
す
る
限
り
、
名
の
根
幹

に
本
質
的
な
変
化
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
換
言
す
れ
ば
、
名
主
の
没
落
は
な
ん
ら
直

接
的
に
は
名
の
解
体
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
論
証

は
、
織
田
庄
に
お
け
る
「
名
立
L

を
考
察
す
る
中
で

展
開
し
た
い
。

(
て
ら
し
た

か
ず
よ
し
)
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